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物  質  名 1,2-ジブロモ-3-クロロプロパン ＤＢ－20 

別  名 
3-クロロ-1,2-ジブロモプロパン 
ジブロモクロロプロパン 
DBCP 

構 造 式 
 

CAS番号 96-12-8 
PRTR番号 － 
化審法番号 2-82 
分子式 C3H5Br2Cl 分子量 236.33 
沸点 196℃ 1) 融点 5℃ 2) 
蒸気圧 5.8×10-1 mmHg (20℃、実測値) 3) 換算係数 1 ppm = 9.67 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.96（実測値）4) 水溶性 1.23×103 mg/L（20℃、実測値）3) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 257 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 170 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 103 ppm (996 mg/m3) (8hr) 5)  
 ラット 吸入 LC50 98 mg/m3（4hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、15、29 mg/kg/day（投与週数で加重平均）を強制経口投与（5日/週）した長期毒
性試験で、15 mg/kg/day以上の群で用量に依存した生存率の低下がみられ、15 mg/kg/day群で
は 73～78週、29 mg/kg/day群で 64週までの投与であった。なお、生存率の低下は腫瘍と関
連したものと考えられた。15 mg/kg/day 以上の群で体重増加の有意な抑制を認め、円背位姿
勢、尿による腹部の汚れ、前胃の粘膜肥厚、角化亢進がみられた。また、対照群では発生し

なかったが、15 mg/kg/day 以上の群のほぼ全数で尿細管の変性、腫脹、尿細管上皮の壊死な
どによる腎症がみられた 6) 。この結果から、LOAELは 15 mg/kg/day（ばく露状況で補正：11 
mg/kg/day）であった。 

・ラットに 0、0.3、1、3 mg/kg/dayを 2年間混餌投与した結果、0.3 mg/kg/day以上の群で肝紫
斑病、1 mg/kg/day群で前胃の表皮肥厚、角質増殖、3 mg/kg/day群で体重増加の抑制、尿細管
上皮の過形成、核の大小不同がみられた 7, 8) 。 

・ラットに 0、5.8、29 mg/m3を吸入（6時間/日、5日/週）させた長期毒性試験の結果、5.8 mg/m3

群は 103週まで、29 mg/m3群は生存率が有意に低く、84週までのばく露であった。5.8 mg/m3

以上の群の鼻腔で限局性の過形成に有意な増加を認め、脾臓の色素沈着、副腎皮質の変性も

増加した。29 mg/m3群では鼻腔の慢性炎症、角化亢進、扁平上皮化生、食道の角化亢進、胃

の角化亢進、粘膜肥厚、腎症、大脳の壊死もみられた 9) 。この結果から、LOAELは 5.8 mg/m3

（ばく露状況で補正：1 mg/m3）であった。 
・マウスに 0、5.8、29 mg/m3を吸入（6時間/日、5日/週）させた長期毒性試験の結果、5.8 mg/m3

群の雌で 103週、5.8 mg/m3以上の群の雄及び 29 mg/m3群の雌では生存率が低く、76週まで
のばく露であった。5.8 mg/m3以上の群で鼻腔、細気管支、肺胞上皮の過形成、鼻腔の化膿性

炎症、胃の粘膜肥厚、角化亢進の濃度に依存した増加がみられた。29 mg/m3群では、体重増

加の有意な抑制を認め、気管支の過形成、脾臓の萎縮、腎症、肺の白血球増もみられた 9) 。

この結果から、LOAELは 5.8 mg/m3（ばく露状況で補正：1 mg/m3）であった。 
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生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.02、0.2、2、20 mg/kg/dayを交尾前 60日から、交尾期を経て哺育 5日目まで飲
水投与した結果、20 mg/kg/day群で胎仔、出生仔の低体重がみられた 10) 。 

・雄ウサギに 0、0.94、1.88、3.75、7.5、15 mg/kg/dayを 10週間（5日/週）飲水投与した結果、
1.88 mg/kg/day以上の群で精子の形態異常がみられ、3.75 mg/kg/day以上の群で精子数の減少、
7.5 mg/kg/day以上の群で精細管の直径の減少、円形精子細胞、伸長精子細胞のある精細管の
割合の低下、15 mg/kg/day群で卵胞刺激ホルモンの上昇、精巣重量の減少に有意差を認めた。
また、7.5 mg/kg/day以上の群では、精細管ステージⅠでのレプトテン期第一精母細胞数、精
原細胞、第一精母細胞、ステップ 1 精子細胞の数から精子形成の低下が示され、実験終了時
の 15 mg/kg/day群の精子形成量は対照群の 1/4未満と推定された 11, 12) 。この結果から、NOAEL
は 0.94 mg/kg/day（ばく露状況で補正：0.67 mg/kg/day）であった。 

・ラットに 0、0.97、9.7、97 mg/m3を 14週間（6時間/日、5日/週）を吸入させて 32週間の回
復期間をおいた結果、14週後、97 mg/m3群で精巣、精巣上体の絶対及び相対重量の有意な減

少を認め、精巣の暗色化、精細管内の精子形成の低下、雄 5/5 匹で生殖細胞の欠如がみられ
た。46週後には、0.97 mg/m3以上の群で濃度依存的に精巣の萎縮が増加し、97 mg/m3群で精

巣相対重量の有意な減少を認め、97 mg/m3群では卵黄嚢胞もみられた。また、ばく露群の雄

をばく露後 2、4、6、10、12、14、16、20、24、28、42週目に無処置の雌と交尾させた結果、
76 mg/m3群ではばく露後 4週目まで交尾で着床後胚損失率の有意な上昇を認め、その後のば
く露期間内の交尾でも高い損失率がみられたが、回復期間 10週目までには吸収胚数は対照群
と同程度となった。1匹以上の雌を妊娠させた雄の割合は、対照群及び 0.97 mg/m3以上の群

ともに 85％以上であり、同程度であった。ばく露群の雌を無処置の雄とばく露後 14、18、20
週目に交尾させた結果では、76 mg/m3群で出生仔数が 4匹以下の母ラットの割合が上昇した。
なお、ばく露群の雌雄と無処理の雌雄との交尾で、仔の奇形への影響はみられなかった 13) 。 

・雄ウサギに 0、0.97、9.7、97 mg/m3を 14週間（6 時間/日、5日/週）吸入させ、14 週目及び
41週目に非処置の雌と交尾させた試験で、97 mg/m3群では肺炎による死亡率が高かったため

に 8週間のみのばく露であった。9.7 mg/m3以上の群で、ばく露期間中に精子数の減少や生存

している精子の割合の低下に有意差を認め、97 mg/m3群ではばく露終了後の回復期間にも影

響がみられた。9.7 mg/m3以上の群で精巣の萎縮がみられ、8～14週目に精巣重量の有意な減
少を認めた。14 週目の交尾では 9.7 mg/m3群で一腹あたりの着床数の有意な減少を認め、97 
mg/m3群では 5/5匹が不妊であった。41週目の交尾では 0.97、9.7 mg/m3群で正常な出生仔が

生まれ、97 mg/m3群でも 2/5 匹の雄で精子数が増えるなど、生殖能力が回復し、正常な仔が
生まれた 14) 。この結果から、NOAELは 0.97 mg/m3（ばく露状況で補正： 0.17 mg/m3）であ

った。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激し、眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと発赤、経口摂取すると灼熱

感、咽頭痛、吐き気、嘔吐、吸入すると灼熱感、咳、咽頭痛、頭痛、息切れ、脱力感を生じ

る。中枢神経系、腎臓に影響を与え、機能障害を生じることがある。意識低下を引き起こす

ことがある。長期または反復してばく露すると、肝臓、肺、腎臓、睾丸（精巣）に影響を与

え、機能障害、組織損傷を生じることがある 15) 。 
・本物質の製造工場の男性労働者 23 人を対象とした疫学調査（ばく露濃度は不明）で、18/23
人に無精子症や精液過少症がみられた。ばく露時間は、無精子症の 12人で 100～6,726時間、
精液過少症の 6人で 34～95時間、精子数が正常範囲内の 5人で 10～60時間であった。無精
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子症の労働者では、血清中の卵胞刺激ホルモン（FSH）の上昇、精巣の生検で精上皮の萎縮
がみられた 16) 。さらに、同グループの無精子症/精液過少症の 17人及び追加の 3人を、ばく
露のなくなった後、4 年間調査した結果、無精子症の 4/13 人、精液過少症の 5/7 人で精子数
が増加して回復がみられたが、ばく露期間が長期化した労働者では症状の改善がみられなか

った。回復者 7人で 9件の自然妊娠があり、回復者全数で FSH、黄体形成ホルモン（LH）、
テストステロン値が正常範囲内であった 17) 。また、当初のグループのうち、無精子症/精液
過少症の 15人を対象とした別の追跡調査（8年間）で父親のばく露と胎児の奇形や自然流産
などとの関係を調べた結果、関連性はみられなかった 18) 。 

・本物質の製造工場の男性労働者 25 人を対象とした疫学調査で、14/25 人に無精子症や精液過
少症がみられ、これらの労働者では血清中の FSH、LH 値の上昇がみられた。無精子症/精液
過少症の労働者の平均ばく露期間は 8 年間であり、調査時に個人サンプラーで測定された作
業場の濃度は 8時間荷重平均値で 0.4 ppm（3.9 mg/m3）であった 19) 。10/25人で精巣の生検を
行った結果、ばく露期間に依存した精子形成の減少がみられ、10年間ばく露された労働者で
は射精時に精子がなく、精細管に生殖細胞がなかった。1～3年間のばく露では精子形成の著
明な減少がみられ、精子形成は精細管内のわずかな区域に限られており、1 年間未満のばく
露では正常な精子形成能とされた 20) 。同じ対象者を、ばく露のなくなった後、7年間調査し
た結果、無精子症の 2/8 人で精子形成がみられたが、精子数が正常値となったのは 1 人のみ
であった 21) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：2B 22) 
実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARCの評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、雄ウサギの生殖・発生毒性試験から得られたNOAEL 0.94 mg/kg/day
（精子の形態異常）を採用し、ばく露状況で補正した 0.67 mg/kg/dayを暫定無毒性量等に設定
する。 
 吸入ばく露については、雄ウサギの生殖・発生毒性試験から得られたNOAEL 0.97 mg/m3（精

子数の減少、精巣重量の減少など）を採用し、ばく露状況で補正した 0.17 mg/m3を暫定無毒性

量等に設定する。 
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